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事例発表： 居場所と 学習機会を 届け る オ ン ラ イ ン の 取り 組み「 カ タ リ バ オ ン ラ イ ン 」

令和2年度 6月17日（ 水）

認定特定非営利活動法人カ タ リ バ 代表理事 今村 久美



岩⼿県⼤槌町 ⼤槌臨学舎

宮城県⼥川町 ⼥川向学館

福島県広野町 双葉みらいラボ

東京都⽂京区 b-lab

東京都⾜⽴区 アダチベースcentral

東京都⾜⽴区 アダチベースnorth

島根県雲南市 おんせんキャンパス

岩⼿県⽴⼤槌⾼校

福島県⽴ふたば未来学園⾼校

島根県⽴三⼑屋⾼校

島根県⽴⼤東⾼校

探究PBL

40以上の団体・⾼校と連携し全国各地で実施

学校や地域に10代の⼼に⽕を
灯し意欲と創造性を育む
プログラムを届ける

放課後や学校外の居場所として
地域のニーズや課題に合わせた
10代のための施設を運営

⾼校・⾏政の中に⼊り込み、
探究的な学びのサポートや、
地域の教育環境づくりを実施

NPOカ タ リ バに つ い て

カ タ リ バは、 2001年の 設立以来、 地域・ 学校・ 家庭と 連携し なが ら 、

子ど も た ち の 心に 火を 灯すプ ロ グ ラ ム や居場所の 運営を 行っ て き た 教育NPO
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サ ー ド プ レ イ ス 型事業

プ ロ グ ラ ム 提供型事業

ハ ン ズ オ ン 支援型事業



カ タ リ バオ ン ラ イ ン と は

全国一斉休校を 受け 、 学校に 行け ない 子ど も た ち の た め に 、

3月4日に 開始し た 、 居場所と 学び を 届け る オ ン ラ イ ン フ リ ー ス ク ー ル

全国（ 一部海外か ら も ） の 小中高生約1,800名が 登録し 、 利用し て き た

W eb会議ツ ー ル Zoom を 使い 、 オ ン ラ イ ン 上に
ど こ か ら で も 参加で き る 仮想教室を つ く っ て 運営

子ど も た ち は プ ロ グ ラ ム の ス ケ ジ ュ ー ル を
みな が ら 、 1日の 時間の 使い 方を 自分で 決め る
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｜保護者向けの保健室だより

｜⾳楽のプログラムを提供する
ボランティアの様⼦

カ タ リ バオ ン ラ イ ン の 特徴

子ど も と 保護者を 支え る カ タ リ バオ ン ラ イ ン ４ つ の 特徴

朝と 夕方の サ ー ク ル タ イ ム 多様な学び の プ ロ グ ラ ム
（ 朝の 会と 夕方の 会）

毎日朝は9： 30か ら 、 夕方は16： 00 

か ら 行う サ ー ク ル タ イ ム で は、 今

日1日の 過ご し 方を 自分で 決め た り 、

1日の 振り 返り を 実施。 毎日決ま っ

た 時間に 行い 、 子ど も た ち の 生活

リ ズ ム を 整え る 。

EdTech教育サ ー ビ ス 等を 活用し た 自

主学習の 時間や、 ネ イ テ ィ ブ と 話せ

る 英会話教室、 音楽やダ ン ス や海外

交流プ ロ グ ラ ム など 、 多様な学び の

プ ロ グ ラ ム を 日々開催。 そ の 他「 オ

ン ラ イ ン ク ラ ブ 活動」 など も 実施。

オ ン ラ イ ン ユ ー ス ワ ー カ ー 保護者の サ ポ ー ト

カ タ リ バが 19年間子ど も た ち と 関

わっ て き た ノ ウ ハウ を い か し 、 “オ

ン ラ イ ン ユ ー ス ワ ー カ ー ”が 安心安

全な居場所づ く り を 実施。 一人ひ

と り の 様子を 見なが ら 意欲を 引き

出し 、 子ど も た ち を サ ポ ー ト 。

「 オ ン ラ イ ン 保護者会」 の 開催や

専門家に 相談で き る 機会を つ く る

など 、 保護者の サ ポ ー ト と なる プ

ロ グ ラ ム の 実施や情報発信も 実施。
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カ タ リ バオ ン ラ イ ン の 会員登録ユ ー ザ ー

カ タ リ バオ ン ラ イ ン に 会員登録し て い る 約1,800人の 属性

■利用者の 居住地 ■利用者の 学年

海外 北海道

九州・ 沖縄 4.6% 0.9% 1.8% 

中四国 4.4% 

東北

4.1% 

中学生

高校生

6.5% 未就学児
8.0% 

11.7% 
関西

14.3% 

北海道

東北

関東

中部

関西

中四国

九州・ 沖縄

海外

中部

13.5% 

関東

56.4% 

未就学児

小学校低学年

小学校高学年

中学生

高校生
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小学校高学年

32.8% 

小学校低学年

40.9% 
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世界中が⽌まっても
いつものように朝がきて
どんどん今⽇が⽣まれていく
春に⾒つけたごきげんな場所
集まれないけど集まろうよ
はなれていても感じ合える
約束しようやさしい気持ち
どこにいても⼼をつなげたい
そしていつか
君の町で会えたらいいな

ぐーたらするのもいいけど
ひとりぼっちじゃつまらない
あしたは何を話そうか
君と出会ったすてきな場所
集まれないけど集まろうよ
はなれていても⽀え合える
約束しよう負けない気持ち
今はきっと⼤切なときだろう
そしていつか
君の町で会えたらいいな

｜⼦どもたちが作詞した歌詞

オ ン ラ イ ン で で き る 社会教育（ １ ）

世界中の 人々が 自分の 得意を 持ち 寄り 、 “師匠”と し て 子ど も た ち に 関わっ た り 、

ク ラ ブ 活動を 行う こ と で 、 多様な社会教育の 機会を 届け る こ と が で き る

オ ン ラ イ ン ク ラ ブ 活動

オ ン ラ イ ン 顧問が 伴走し 、 オ ン ラ イ ン で 出会っ た 子ど も た ち が 活動を 行う オ ン ラ イ ン ク ラ ブ 活動。

オ ン ラ イ ン だ け で 作詞作曲を 行い 、 演奏と 歌を 合わ せ て 音楽を つ く る ク ラ ブ 活動も う ま れた 。
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みん なで つ く っ た う た



オ ン ラ イ ン で で き る 社会教育（ ２ ）

オ ン ラ イ ン だ か ら こ そ 、 地域だ け に 閉じ ずに 、

世界中ど こ と で も 繋げ た 社会教育の 機会を 届け る こ と が で き る

地方の 公民館✕フ ィ リ ピ ン （ 英会話）

岩手県大槌町の 公民館か ら カ タ リ バ オ ン ラ イ ン に 参加し 、

フ ィ リ ピ ン と 接続し た 英会話プ ロ グ ラ ム に 参加す る 子ど も

た ち の 様子。

日本全国 ✕ モ ロ ッ コ サ ハ ラ 砂漠（ On lineTrip）

モ ロ ッ コ の サ ハ ラ 砂漠と リ ア ル タ イ ム で オ ン ラ イ ン 接続し 、 暮ら

し や 文化に つ い て 学ん だ り 、 現地の 景色を みる こ と が で き る 「 学

べ る 世界旅行プ ロ グ ラ ム 」 の 様子。
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＊5/20〜5/22実施 カタリバオンライン保護者アンケート（回答者219名）より

オ ン ラ イ ン で で き る 社会教育（ ３ ）

こ れま で 機会が 届き に く か っ た 子ど も た ち に ア ク セ ス で き る 機会に も なっ て い る

カ タ リ バ オ ン ラ イ ン の ユ ー ザ ー （ 保護者） ア ン ケ ー ト に よ る と 、

一定数の ユ ー ザ ー は な ん ら か の 困難さ を 抱え て い る 家庭で 、

さ ら に コ ロ ナ に よ っ て 経済的・ 精神的不安を 抱え た 困窮世帯の 割合も 一定数あ る

不登校・ 不登校傾向・ 学校に 通う こ と に 悩みが あ る

生活困窮世帯で あ る （ 就学援助・ 生活保護の 受給等）

コ ロ ナ の 影響で 収入が 減り 経済的な不安が あ る

発達の 課題や元々学習の 遅れに 不安が あ っ た

親子の 関係性に 課題が あ る

コ ロ ナ で 家族が 疲弊し て い る

13.7%

11.3%

11.4%

15.1
%

20.5%

23.7%
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＊5/20〜5/22実施 カタリバオンライン保護者アンケート（回答者219名）より

オ ン ラ イ ン で で き る 社会教育（ ３ ）

こ れま で 機会が 届き に く か っ た 子ど も た ち に ア ク セ ス で き る 機会に も なっ て い る

学校が 再開し て も カ タ リ バ オ ン ラ イ ン の 利用を 継続し た い 世帯は 84.6％

平日日中も 利用し 、 学校で は な く カ タ リ バ オ ン ラ イ ン に 参加さ せ 続け た い と い う 家庭が

38.2%  も い る こ と か ら 、 不登校の 子ど も た ち か ら の ニ ー ズ は 高い

休校解除後も カ タ リ バ オ ン ラ イ ン の 利用を
継続し た い と 思い ま す か ？

学校が 再開し て も 、
平日の 日中の 利用を 希望し ま す か ？

平日日中の
利用を 希望する

38.2％

利用継続を 希望する

84.6％

希望する 希望し ない 希望する 希望し ない
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■学校は⾏ったり⾏かなかったりの 。 し、所属学校から離れたい訳でもないので、
し⼦供には⼤変に⼤きな意味があると思います。何より⼦供が現在とても楽しんで利⽤しているので。（埼⽟県）

■国や⾃治体を巻き込んで、経済的な理由からフリースクールに通えない全国の不登校の⼦ども達数万⼈の受け⽫となって欲しい。
カタリバさんの、 と感じた。学習⽀援だけでは⼦ども達は集まらな

い。また、⾃主性や楽しさを重んじる教育⽅法は、不登校の⼦ども達以外にも必要だと感じた。これからも貧困世帯に⽀援を届けて欲しいし、公⽴教育の拡充に⼀⽯
を投じてほしい。（神奈川県）

■時差通学の可能性が⾼くまた、すぐに全ての環境が戻り、友達と外に出て遊ぶことが出来るのか、またして良いものなのか不安がある。さらに、
と考えられ、カタリバで誰かと繋がれて、与えられ宿題プリントをこなす⽇々

に刺激を与えて欲しいと思います。（東京都）

■シングルマザーで貧困で、塾やお稽古に全く⾏かせておりません。この様な形で、いろいろな⽅と話せたり、学べる時間が⼤切だとおもいます。⼦供達も、
早起きしてまた明⽇やりたいと、意欲に繋がっています。（埼⽟県）

■同世代と話せることで、 。本⼈が楽しみにしている。（福井県）

■カタリバオンラインを利⽤開始して1ヶ⽉と少しが過ぎ、もはや⽣活の⼀部になり学校が再開して利⽤できなくなることを⼦供達は寂しいと不安に思ってます。
今まで通りの⽇常⽣活がおくれるかもまだまだ分からない状態ですが、 。 また平常時でも特に

⻑期休暇中の⼦供の居場所としてサークルタイムやいろいろな体験、宿題消化学院等を提供して下さると⼤変助かります。どのような形であれ、せっかくオンライン
で繋がれた⼤切な居場所になっているので今後も継続して利⽤できればと思います。（⾹川県）

■ と思います。留守の間に勉強やサークル活動をオンラインを通じて、⼤⼈には⾒守りを、⼀緒に活動する仲間と楽しんでほしい。
（東京都）

■学校の環境がよくなく、クラスに盗みなども多発。⼦供は学校でディスカッションなどの体験をしたいが、そのような学習が望めるほど、
ので、カタリバオンラインの利⽤を続けたい。（埼⽟県）

■関⻄圏は21⽇にも緊急事態宣⾔は解除の⽅向だが、居住地の⾃治体は5⽉いっぱいの休校を決めている。その後も、
。その中で、これまでの「普通」の感覚しか持てていない⼦

供達が、実際に と思う。是⾮、継続して欲しい。（兵庫県）

＊5/20〜5/22実施 カタリバオンライン保護者アンケート（回答者219名）より

オ ン ラ イ ン で で き る 社会教育（ ３ ）

こ れま で 機会が 届き に く か っ た 子ど も た ち に ア ク セ ス で き る 機会に も なっ て い る

カ タ リ バ オ ン ラ イ ン の 利用を 継続し た い 保護者の 声か ら は 、

オ ン ラ イ ン で 子ど も た ち に 伴走す る サ ー ビ ス の 必要性が 強く 感じ ら れる
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不登校気味なの で 学校・ 家以外の 居場所が ほし い か と い っ て 遠方に 送迎する の は難し い
家に 居て オ ン ラ イ ン で 第三者と 交流で き る の は有り 難い

公立の オ ン ラ イ ン ス ク ー ル が 日本に
も 必要だ と 思う 。 学習以外の 楽し み方で 子ど も 達を 引き 込む 方法は、 今の 不登校問題を 解決出来る

夏を 越え ればま た 第2
波が 訪れて 休校の 可能性が 高く 、 し ばら く 子供達を 取り 巻く 環境に は不安定な状況が 続く

通常の 授業が 再開さ れる と は思え ない 。 分散登校
や、 学年毎に 時間を 分け た り 、 ク ラ ス を 半分に 分け た り 、 こ れま で に ない 環境で の 新し い 生活様式に なる

「 そ の 時」 を 迎え た 時に 、 相談し た り 、 慰め 合え た り 、 意見の で き る 場所の 確保は欠か せない

先生方に も 受け 入れる
余地が ない

今後第２ 派の 心配も あ り カ タ リ バが あ る と 思え る と 心強く 思え ま す

こ れか ら 、 ひ と り で い る 時間が 増え る

休校中の 不安定な精神状況か ら 脱する こ と が で き た



オ ン ラ イ ン を 社会教育で 活用する こ と で つ く れる 広が り

オ ン ラ イ ン を 活用する こ と で 、 こ れま で の 社会教育が 担っ て き た 役割を

さ ら に 拡張・ 充実する こ と が で き る 可能性を 持っ て い る
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ユ ー ス
保護者 セ ン タ ー 空き

地域の地域人材
教室 NPO

児童館
社会教育
の 提供者 全国の

社会教育 地域の学生
フ リ ース ペ ー ス
ス ペ ー スONLINE

世界の
専門家 に よ る 社会

教育機会 図書館
空き

公民館 店舗EdTech
サ ー ビ ス

専門家

自宅臨床心理士
社会福祉士

医師


